
リスト：愛
あい

の夢
ゆめ

 第
だい

３番
ばん

 

 「愛
あい

の夢
ゆめ

」は第
だい

１番
ばん

から第
だい

３番
ばん

までの夜想曲
やそうきょく

からできていますが、「愛
あい

の夢
ゆめ

」

といえばこの第
だい

３番
ばん

というくらいに、有名
ゆうめい

な作品
さくひん

です。もとはリストが作曲
さっきょく

し

た歌
うた

をピアノのために編曲
へんきょく

したもので、夢
ゆめ

のようなあまいメロディがとても

心
こころ

にのこります。 

 

モーツァルト：《６つのウィーン・ソナチネ》 より 第
だい

５番
ばん

 第
だい

３楽章
がくしょう

 ポロネー

ズ 

 《５つのディヴェルティメント》という作品
さくひん

を、ピアノ用
よう

に編曲
へんきょく

したもので

す。ポロネーズは「ポーランドふう」という意味
い み

で、軽
かろ

やかに流
なが

れるようなリ

ズムと素朴
そ ぼ く

なメロディが、とても楽
たの

しい曲
きょく

です。 

 

ラヴェル：古風
こ ふ う

なメヌエット より 

 ラヴェルがまだ 20歳
さい

のころ、パリ音楽院
おんがくいん

で学
まな

んでいたときに書
か

いたピアノ曲
きょく

です。メヌエットというのは、古
ふる

いフランスの３拍子
びょうし

の踊
おど

りで、ラヴェルはそ

のふんいきをうまく取
と

りいれて、色
いろ

あざやかな作品
さくひん

にしあげました。 

 

サティ：３つのジムノペディ 第１番 

 《３つのジムノペディ》は、すこし風変
ふ う が

わりな作曲家
さっきょくか

エリック・サティのピ

アノ曲
きょく

です。ジムノペディというのは、古代
こ だ い

ギリシアのお祭
まつ

りのことで、戦
たたか

い



で死
し

んだ勇士
ゆ う し

を悲
かな

しむために行
おこ

なわれました。第
だい

１番
ばん

は、ゆっくりとした３拍子
びょうし

のリズムですが、どこか悲
かな

しそうな気持
き も

ちにも感
かん

じられます。 

 

プーランク：15 の即 興 曲
そっきょうきょく

 より 第
だい

15番
ばん

 《エディット・ピアフを讃
たた

えて》 

 プーランクが 30年
ねん

ちかくにわたって書
か

いた即 興 曲
そっきょうきょく

をまとめた《15 の

即 興 曲
そっきょうきょく

》の、一番
いちばん

さいごの 曲
きょく

には、「エディット・ピアフを讃
たた

えて」という題
だい

がつけられています。ピアフはフランスで活躍
かつやく

した、有名
ゆうめい

な女性
じょせい

歌手
か し ゅ

です。こ

の 曲
きょく

も、ピアフの歌
うた

のように切
せつ

なくて美
うつく

しいメロディになっています。 

 

プーランク：音楽
おんがく

物語
ものがたり

 《ぞうのババール》 

 《ぞうのババール》という絵
え

ほんを書
か

いたフランスの作家
さ っ か

ジャン・ド・ブリ

ュノフと、プーランクは友
とも

だちでした。あるとき、プーランクは親
しん

せきの子
こ

ど

もたちに、《ババール》の絵
え

ほんに音楽
おんがく

をつけてほしいとせがまれます。プーラ

ンクが子
こ

どもたちとの約束
やくそく

をはたしたのは、1945年
ねん

のことでした。そして、す

ばらしい絵
え

ほんのための、すてきな音楽
おんがく

が生
う

まれたのです。 

 

 


